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ソワニエ 第１１講義

医療従事者と戦争

2010年7月5日

岡山県労働者学習協会 長久啓太
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医療従事者が、戦争という惨劇のなかでなに
を見、なにを考えたのか。

けっして忘れてはならない「戦争と医療」の
視点を、ポイントをしぼってご紹介します。

最初に、従軍看護婦のこと
について、お話します。

おもには、『証言記録 兵
士たちの戦争３』（NHK出
版）からの引用です。
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戦場に派遣された看護婦たち

アジア・太平洋戦争中、「赤紙」で召集された日本赤十字社の看護
婦は３万５７８５人。うち亡くなったのが1120名におよぶ。
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喜びのなかで－少女たちの心をとらえた従軍看護婦

◇戦線拡大とともに、軍は日本赤十字社に対して次々に救護
員派遣命令を下していく。それに応じなければならなかった
日赤は、ポスターや映画をつくり、勧誘員が女学校を回って
勧誘活動を行うなどして対応した。

◇とくに、そうした活動の中で、日赤推薦で全国で繰り返し
上映された『病院船』という映画がある。負傷して内地に送
り返される兵士たちを献身的に看護する内容の映画だった。

「感動しましたよー。ああ、もうあん
な素晴らしい仕事があるんだったら、
ぜひ日赤の看護婦になりたいって、燃
えてました。ほとんど寝ないで不眠不
休で・・・。そういうのにほんとうに
感動したんです、私ら。そうしてみん
なもう、ぼうっとなってしまった」 奥村モト子さん

（1925年生まれ）
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奥村モト子さん

「物心ついたころから、戦争がいかに国を豊かに、
強い国にするかということばっかりの教育を受け
んですね。戦争を否定するような言葉はいっぺん
も聞いたことがなかったんですよ。だから私らは、
何より戦争はいいことだと思ってたんですよ。
『万歳、万歳』と日の丸の旗を振って見送る兵隊
さんたちが勇ましくて憧れたんですよ。（略）私
が戦地で死んだら、大変名誉な、それこそ誉れの
家じゃないけど、そういうふうに思ってました」

村山三千子さん
（1924年生まれ）

「（赤紙が届いたときは）嬉しかった。もう日
赤を卒業すれば当然赤紙待ってるわけ。『ああ、
私にも早く来ないかな』って。赤紙が来たら、
もうどこへも、村中全部に知らせるし、村長さ
んにも。晴れがましいの。今だったらやっぱり
死ぬということは怖いよ。だけど全然その当時
は死ぬことが当たり前で。戦争に行くんだから、
名誉で当たり前だって。だからこのころは徹底
した軍国乙女ということよ」
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戦闘が激しさをます南
方へも多数の看護婦を
送り込んでいく。

日赤は、増え続ける看
護婦の派遣要請に応え
るため、当初3年だっ
た要請期間を2年に短
縮したり、他の機関で
働いていた看護婦に対
して日赤支部で３か月
の指導を行い、日赤の
臨時の救護員として召
集するなどして対応し
ていった。
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医薬品も衛生材料も不足するなかで

奥村モト子さん

フィリピンでの
経験

「患者さんの下着、シャツやらを切って包帯の代
わりにしたり、バナナの葉をおしめカバーにした
り。衛生材料が不足しているから、なんぼ治療し
てあげたくてもできない。それは情けなかったね
え」

そして、重症患者を見捨てざるをえない経験も･･･

「もう本当にあのときだけは動転しましたわ。
『早く行けー』『早く逃げんかー』と言うて唸る
患者さんもおるかと思ったら、『置き去りにせん
といてくれー』っていう叫びとか、もう交錯する
んですよ。今でもね、『助けてくれー、置き去り
にせんといてくれー』と言ったの、残ってますわ、
耳の奥に。耳を塞ぐようにして逃げたんですよ。
もうその声が聞こえないように。ほんとうに悲惨
ですね。どんな気持ちだったやろうと思ってね、
置いていかれた人は･･･」
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重症患者に行った劇薬の静脈注射－戦場看護の大きな矛盾

敗走途中の置き去り。さらに、重症患
者への薬殺を命じられた看護婦もいた。

三村寿美江さん
（1916年生まれ）

フィリピン・ルソン
島での経験

「注射は全部命令です。やっぱり軍医がな、患
者の名前をちゃんと言って、これとこれとに注
射しいって言われるからな。勝手にはしません。
（略）軍隊というところはほんまに命令一つで
動くんですからな。（命令されたときは）やっ
ぱり嫌やったです。嫌でも命令じゃからせなん
だらしょうがないしな･･･。命を絶つということ
はな、もうなんとも言われんです」

命を救うために兵士を看病していた看護
婦が、今度はその命を絶たなければなら
ない。看護婦たちは、戦場看護の大きな
矛盾の中にたたされていた。
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戦後も背負い続けた、戦場の記憶と、亡くなった同僚への思い

奥村モト子さん

「亡くなった同僚たちが、あなたはい
いね、と。生きて帰ってきて結婚して
子供も産んだりして。そして繁栄の世
の中をずっと見てきたと。で、私たち
はそれこそ南十字星を見ながら泣いて
るんだと。フィリピンの山の中で。そ
ういう声が聞こえてくるんですよ。戦
争は終わった終わったと言うけど、私
の胸の中で、心の中での戦争の終わり
というのは、私が最期に目をつぶって
死んだときかいな、ということはいつ
も思ってます」
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「今思うとね、病気になったのを治療し
て、再び人を殺して自分も死ぬ可能性の
ある前線へ送り出す仕事だったと思いま
すね。私たちの仕事は。治療して、『あ
あ元気になった、勇ましく原隊復帰でき
る、おめでとう』って送ったんですけど
ね。看護をすることが、われわれの看護
が、また死の前線へ送るわけでしょ。戦
場に行って命を投げ出しなさい、そのた
めに一生懸命あなたを助ける･･･これは
矛盾してますよね。やっぱり戦争ってい
うものが、どんなに無意味なもので罪深
いものか、と思います」

石田寿美恵さん
（1920年生まれ）

戦争のなかでの看護。忘れてはならない記憶。
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つづいて、原爆が投下された、広
島や長崎で、病院や医療従事者が
どうなったのか、なにを感じたの
かを見ていきたいと思います。
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①１人ひとりの人間の上に、原爆が落ちてきた
◇１９４５年８月６日８時１５分
＊街の中心部をねらって
・「相生橋」が目標地点

＊広島の当時の推計人口
・34万～35万

リトルボーイ

B２９ エノラ・ゲイ

相生橋
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◇「当日死者」の６５％は、子ども・女性・お年寄りという非戦闘員
＊10歳未満の子ども18％、60歳以上のお年寄り8％、女性(10～59歳)39％

ＣＧで復元した中島地区の街並み（現在の平和記念公園）。手前は広島県
産業奨励館（現在の原爆ドーム）＝平和公園復元映像製作委員会提供

どういう人たちの上に落とされたのか。
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爆心直下（猿楽町）

の子どもたち
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②原爆投下－そこで何が起こったのか
（１）100万分の１秒－死の放射線（原爆炸裂前）

猛烈な核分裂反応により、原子爆弾をつ
きぬけて、爆心地一帯に、中性子線の矢
がささった。初期放射線（原爆が爆発して1
分以内に放出された放射線のこと）は、あ
らゆる物質を通り抜け、地上に達し、あら
ゆるものを突き刺した。

「爆心地にいた人々は、１００万分の１秒
に発せられる最初の中性子から、それを
避けることなく浴びました。そこにいた人は、
いわゆる爆風とか熱戦とか閃光がなかっ
たとしても、全員が亡くなっていたであろう
と推定されるわけです。誰１人避けること
はできなかったのです」
（『原爆投下・１０秒の衝撃』NHK出版より、
広島電機大学葉佐井博士の話）
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。
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『朽ちていった命－被曝治療
８３日間の記録』（新潮文庫）

１９９９年９月に起きた茨城県東海
村の臨界事故。

作業中に被爆した大内久さんの８３
日間にわたる壮絶な闘病記録。

「
生
命
」
を
根
底
か
ら
破
壊
す
る
兵
器
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（２）火球と熱線（１００万分の１～３秒）

１００万分の１秒
までに爆弾内部
の温度は２５０万
度。原爆が炸裂、
火球出現。

１００万分の１５
秒、温度は４０万
度。太陽の７０倍
近い高温。火球
の直径は２メート
ル。

０．２秒後、火球
は直径３１０メー
トルに膨張。最も
大きく、明るく見
える瞬間。

この時間から、２
秒までの間に熱
線の９０％が放
出される。大量
のガンマ線が放
出され、空気と
反応して紫色に
見える。

火球の出現
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「一瞬、目も眩むような閃光、
あっと思った瞬間、思わず左
後方上空を見た私の目に、
黄色とも、橙色ともいえない
火の玉を見た。左の顔面に
熱い！ と手をやったとき、暖
かい風に吹きあげられ、身
体が浮き上がって、右前方
に走るようにのけぞり倒れた。
その距離は５、６メートルは
あるだろう。そこまでは覚え
ていた」
（高野眞さん、当時２７歳－爆心
地から南東へ２キロ、比治山）

←絵と証言は同一人物では
ありません。
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熱線は地上に突き刺さり、瞬時にあらゆ
るものを焼いた（溶かした）。

爆心地に近い人ほど、この熱線による火
傷の被害が甚大だった。

爆心直下の場合、その温度は１千数百
度～２千度以上になったと予想される。

広島の場合、爆心地から3.5キロまで「閃
光やけど」の被害が出た。

熱線 によるやけど

【熱線による火傷の証言】
◇「前か後か見分けのつかない程焼けた身体」（広島 直爆0.5ｋｍ 女 14歳）
◇「墓地の広さを求めて逃げて来たと思われる人達が、真黒コゲで折り重なって死

んでいました。髪の毛の多少で男女を見分けた」（広島 直爆2.0ｋｍ 女 23歳）
◇「着ているものは焼け、体も焼けただれて、それでもわずかに焼け残った切れは

しで下の方をおさえながら、夢遊病者のように爆心地の方からとぼとぼと逃げて
くるおびただしい人の群れ。それは若い娘さんも、お年寄りも見わけのつかない
凄惨な姿であった」（広島 直爆2.0ｋｍ 男 16歳）
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（３）衝撃波と爆風（～１０秒）

◇衝撃波（空気の圧力の強弱 が伝わる波）

＊火球の表面の膨張で大気圧が極め
て急激に大きくなり、この空気の高圧
になった部分が火球から離れて音速
を超えるスピードで広がる。

＊爆心地から1キロの地点の１㎡の面
積が衝撃波から瞬間的に受ける圧
力は１０ｔ前後に及び、鉄筋コンクリー
ト以外の建物は完全に破壊された。

◇爆風の広がり
＊衝撃波の高い圧力部分とその前面
の大気圧との大きな圧力差によって、
空気の移動である強烈な爆風が発
生する。

＊爆風は中心部から広がった。爆発
の３秒後に１．５キロ、７．２秒後に３
キロ、１０．１秒後に４キロの地点に
到達したと予測される。

＊木片やガラス片が人々に凶器として
突き刺さった。
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＊この爆風によって、木
造建物の多くは倒壊し、
人びとは倒壊した建物
に 閉じ込められ、さら
に熱線で生じた火事に
よって焼き殺された。
「当日死者」の48％が、
「建物内（下）での圧焼
死」という事実。
（他、爆風によって地面
などにたたきつけられた
→36％、熱線で焼かれ
た→10％）

＊無数に起きたこの現象
が、「建物の下敷きに
なった人を助けられな
かった（見捨てた）」とい
う、被爆者の「心の傷」
として深く刻まれる結果
となる。
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（４）火事嵐
◇爆発後２０分すぎると、強風に
あおられて、広島市内は火の海
に。中心部は熱による上昇気流。
風速10数メートルにおよぶ強風。
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（５）「黒い雨」「黒いすす」などの放射性降下物

入市被曝・内部被曝の脅威
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被爆者の証言から

「川には人間がばたばたととび
こんでいた。どうしたかほとん
どはだかに見えた。行員どころ
か男女の区別がつかないほど
だった。死んでいる人、うめい
ている人、水をほしがる人、が
むしゃらにさけぶ人、もう、この
姿を見ない者には話してもわ
からない。（略）もう書ききれな
いほどのおそろしい思い出ば
かり。二度と思い出したくない。
忘れたい」
（広島 直爆2.0ｋｍ 男 17歳）

「被爆二日後、同居していた叔父
夫婦をさがしに、中心地に父と二
人で行きました。美しかった川が
焼けた死体いっぱいで、その人
たちがすべて裸体で下流に流れ
ていたこと。その中に馬が同じよ
うに浮いていて、その悲惨さとお
そろしさは、１５歳の私の心の中
で忘れられない地獄絵として、心
に焼きつきました。でも、その時
の私たち親子、というより街中を
歩いている人たちは、ただただ家
族の身を案じることで、そのこと
についての怒りとか、すべての思
考力はどこかに押しつぶされてし
まい、平常の神経では町の中は
歩けかったと思います」
（広島 直爆3.0ｋｍ 女 15歳）

③爆心地の人たちの
「死」について
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死体処理にかんする証言

「土手で人を、魚を焼くように次
から次へと焼いていたことを、
子供ながらに悲しい思いで見た
ことと、その臭いにいやな思い
をしたこと」
（広島 直爆3.0ｋｍ 女 9歳）

「兵隊さんが生きているか死ん
でいるかを確認するため、銃剣
でぱーん、ぱーんとたたいて、
亡くなっていたらトタンに乗せて
運び、あらいもをころがすように
穴に投げ込んでいた。そして山
になると焼いた」
（広島 直爆1.5ｋｍ 女 13歳）
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そこに、「1人ひとりの死」「人間らしい死」は
あったのか。

◇「当日死者」のうち、家
族に看取られながら死ぬ
ことができた人は、わず
か４％といわれている。

◇原爆は、「その死を確
認するすべもない死」を
強いた。遺族は、肉親の
最期のときをさまざまに
想像して苦しみ続けてい
る。

平和公園内にある原爆供養塔。推定で７万人
以上の遺骨がここに納められている。
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きのこ雲の下で

1人ひとりの人間は…

人間を押しつぶす圧倒的（悪魔的）な力。

その後も、放射能によって殺され続けた人びと。

被爆の実相をぜひ、学んでほしい。

核兵器は、現在、人類を絶滅できる唯一の兵器。
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④医療は病院は、そのとき。

爆心直下、島外科病院の「あの日」

頭上５８０メートルで原爆が炸裂

人類初の原爆投下。その真下が病院だった。
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◇いつも患者でいっぱいだった

＊1933年に開設。400坪
の敷地にレンガ造り２
階建て、中庭を抱えて
コの字形に約５０の病
室があった。低料金で
評判もよく、いつも患者
でいっぱいだった。
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＊8月6日、院長の島薫さんは、市外
に出張手術に来ていて、偶然助かる。
「広島が全滅」の連絡をうけ、同行の
看護婦とともに夜、広島市内に入る。
島さんが病院の姿を目のあたりにす
るのは、７日午後。「あんなに堅固で
あると思っていた私の病院が紙のよ
うに破壊しつくされた」（遺稿集）。

＊80人余りの職員、患者は全員が即死。島さんは廃墟のなかから
わずかに使えそうな救急資材を手に、被災者の救護活動に夜を徹
して取り組む。多くの負傷者が訪れた。みんな裸身だった。疲れ果
て、負傷者の間に身を横たえ、眠る間もなく耳に入ったのは、助けを
求める少女の声だった。川を隔てた方角から聞える悲痛な叫びに
眠りを中断されながら、島さんが目覚めたのは８日午前５時頃。手
当ての甲斐なく、負傷者の多くは亡くなった。島さんは「数週間前に
は呉が、そして今度は私の町広島が！私の眼には涙が一杯たまっ
た。『戦争とはこんなものか』と自問した」と回想している。
（以上は、『社史が語る 原爆・ヒロシマ』新日本出版社、2003年より）
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広島赤十字病院

（爆心地から1,600ｍ）

病院そのものも多大
な被害を受けながらも、
助けを求めて駆け付
けた多くの市民にたい
して、医師・看護師・
職員は不眠不休体制
で救護を行った。

核時代の生命のしるし
（大江健三郎）

「広島・長崎の被爆者
たちの苦しみと生への
努力があり、それを救
護した、しばしばかれら
自身も被爆者であった
医療関係者の仕事」

赤十字病院
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長崎医科大学

（爆心地から東へ300～600ｍ）

基礎キャンパス
と付属病院

長崎地域の拠点病院で
あり、日本における西洋医
学の中心病院として発展。

空襲時の市民の救護対策
の中心病院としての役割を
期待されていた。

ところが・・・
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基礎キャンパスで講義に出席してい
た医学生４１０名は、全員死亡。

臨床キャンパスでも医学生２１０名中７４
名が死亡。教授も、医師も、看護婦も、看
護学生も、患者も、事務職も…

「心身の健康がむしばまれ傷つ
いた人たちを癒すことのみを使命
とする病院や医学・医療の専門
家を養成する医科大学が、個人
としての人間の生命を守るため
暴力不可侵の最小限の聖域であ
ることは、全世界に通じる合意の
はずである。大学の受けた傷は
深く長期にわたった。とくに優秀
な教授陣、新進気鋭の若手教
官・学生をふくむ大量の人的損失
による痛手は深刻だった。教育の
連鎖が絶たれ、今日にいたっても
その爪あとは完全に癒えていな
い。（略）誰もが医大が潰滅する
などと思ってもみなかった。それ
が全滅したのであるから、一般市
民への救護がいかに遅れて悲惨
であったかは想像を絶する」
（小路敏彦『長崎医科大学潰滅
の日』、九ノ丸出版）
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「できることは一生懸命しましたが、薬も
医薬品もほとんどないため、医療らしい
ことは何もしてあげられず、『休養が大
切ですよ。安静にね。よく食べましょうね。
元気を出してがんばりましょうね』などと
言葉を添えてあげることが精一杯でした。
看護婦としてほんとうに悔しい思いをし
たのです。
（中略）それにしても、傍らに付き添い

ながらなにもできない無力感、あのむご
たらしさ、惨めさ、悔しさは、看護婦とし
て耐えられないことで、思い出すだけで、
今も胸がうずくのです」
（『凛として看護』久松シソノ著・川島みど
り編、春秋社）

長崎医科大付属病院で、当
時、病棟看護婦長をしてい
た久松シソノさんの回想。

『凛として看護』
（春秋社）
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「戦争が人々の記憶から遠ざかろうとしている。
だが、忘れてはならないのだ、語り伝えなけれ
ばならないのだ。それがどんなに悲惨で人間
の尊厳を奪い尽くすものであるかを。『看護の
質の向上』も、『その人らしく生きていくことを
援助をする』ことの追求も、インフォームドコン
セントも、すべては平和だからこその課題であ
ることを認識しよう」

（川島みどり 『歩きつづけて看護』医学書院）

「地獄のような悲惨、医学と人間の無力さ」

「いったい私になにができたのか。原子爆弾
という未知の巨大な悪魔に対して、なんの知
識も手立てもなく、徒手空拳で立ち向かうほ
かなかった」

（長崎、浦上第一病院の医師・秋月辰一郎）
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「被爆の悲惨さを知る私たちは、世界に何万
発もの核兵器があることを踏まえ、平和の尊
さを語り継いでいかなければなりません。現代
人に必要なのは戦う勇気より平和を守る勇気
です」

「東京大空襲の時には、多くの被災者が聖路
加国際病院に運ばれてきました。大やけどを
負った大人や子どもたちが薬品もなく目の前
で死んでいきました。その光景はいまも私の
脳裏に焼き付いています」

「私は命を守る医者です。命を脅かす最大の
ものが戦争です。だから私は日本が軍隊をも
つことに同意できないし、平和運動に徹する
のは医者の務めです」

（「全国革新懇ニュース、2007.9.10号」より）

日野原重明さん
（1911年生まれ）
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医療従事者として

ひとりの人間として

戦争や核兵器とどう向き合うのか

おわり


